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高校教育改革と教師の 多忙

大阪府立 高校の 多様化と「や りがい ある多忙」

布川 淑 （立命館大学大学院〉

1．多1亡研究の課題

　基準勤務時間外の持ち帰りを含んだ超過勤務が、

学校教師の 職務上 の常態になっ て い る  教師の 多

忙問題を勤務時間から把握した場合、日本の 学校

教師が勤務日に 11 時間程度の労働をこなしてい る

状況に戦後変化はみられない
。

した が っ て 、 多忙研

究で は、多忙を量的問題として検討す ることの 限界

が指摘されてきた 

　多忙の 量的側面よりはむしろ質的側面の検討が

多1亡研究の 主要な課 題になるなか で 、 多忙と多忙感

が区別され、多忙感の 発生要因に焦点をお い た考

察が行われるようになっ て い る
3
。 多忙感は 、 日本の

教師の 約 9割が戦後一
貫して表明してきた問題であ

る  なか でも90年代になっ て か らは 、精神1生疾患の

増加やバ ー
ン アウトなどの ス トレ ス 現象として教師の

メン タル ヘ ル ス が問題になっ てい 観 それを背景に、

多1亡の質的把握を目的 とする研究では、教師の 職

務実感や役割意識、教育活動 の 遂行を支える教師

文化の 内容が検討されるとともに、職業意識・文化と

の 関係から教育活動の 実態を解明することに焦点が

当てられて いる。

　しか し、教師にたい するア ン ケ
ー

ト調査の 結果を

み ると、教育改革に たい する不満や 、教育改革の 進

展 にともなう多忙感が存在することがわかる鬼したが

っ て、教育活動の 課題を考察する場合、教育改革と

多1亡との 関係を実証する視角が求められてい る。

　本報告は 、教育改革と教師の 多忙との 関係を考察

することを目的に 、 教育政策が 立案・実施されるなか

で 多1亡が どの ように発生 し、多忙感をもつ 教師が如

何なる教育上の 課題に直面して い るの か 、大阪府を

事例に検討した い。

2．高校教育改革にお ける多様化をめぐる論点

　1948年に全日制・定時制・通信制の課程として発

足した新制高校は、普通科と職業科、実業高校とし

て 旧制の複線型を基盤に受け継い だ。1955年の学

習指導要領改訂によっ て類型制が 導入され 、 普通

課程における進学課程と職業課程が分化する。 そ

の 後の 高校教育の 実態につ い ては、進学機会の拡

大にともなっ て高校間の 序列化が生じたこと、単線

型高校制度の 内実にお い て 格差構造が形成された

ことが批判された 。

　例えば麻生や秦は、1960年代から70年代におけ

る高校の 量的拡大 に たい して 、高校が階層構造を

形成し社会的選抜機能を果たして い ると指摘し規

その 上 で 、生徒の 学校生活の質的格差を拡大させ

ない ために、多様な特陸・属陸をもつ 生徒にどの よう

なレ ベ ル と質の 教育を受けさせ るの か と問題提起し
、

教育課程の 多様化を政策提言した。しか し 1980年

代に入 り教育課程の 多様化が政策的に推進されると、

竹内によっ て、高校教育が実質的に複線化したと指

摘されるとともに 、 そうした事態にたい して 多様化・

僻性化の 高校教育にとっ ての 意味を「分化と統合」

の 課題として問う視角が提示され矯

　高校教育にたい する社会的要請と教育政策の 規

定的側面 に着 目した場合、高校は社会の 選抜装置

として機能し、 学校教師が社会的格差 の 再生産に寄

与してい ると捉えられる面があ観 しか し、学校教育

の 相対的自立性 に着目した場合 、 学校現場が教育

改革を自らの 教育課題との 関係か らとらえ返す側面

があるの で はな い だろうか 。

　例えば久冨は、90 年代の バ ーン アウト発生の 増

減の背景につ い て 、教育改革にたい する教師の 受

動的ない し能動的関係性の 変容を推察してい る鴨

そうした指摘をふまえると、高校多様化が学校の 特

色づくりとして推進され るようになっ た改革の 現状と

教師の 多忙との 関係をどの ように評価す るの か とい

う課題が導き出されてくる。

3．府立高校改革の 進展

　大阪府では 、 学校の 特色づ くりとして高校の 多様

化と統廃合を
一・
体的に推進する「再編整備 10ヵ年計

画 」（1999開始年度）が実施され てい る。特色づ くり

が本格化するに 至 っ た経緯は どの ようなもの か。

　1980 年代前半には じまる府立高校 の 再編整備計

画は 、課醐 llに推進された。すなわち、80 年代の府

立高校改革の焦点は、定時制・通信制、職業課程の

改編におかれ て い た
一方で、全 日制普通科の 改革

は 、 学習指導要領改訂にもとつ い て 必 修科 目を削

減し、選択履修の 教科と科 目数を増加させるこ とに

よっ て教育課程編成を多様化するもの であっ た。

　この ように、80 年代には課嬲 1亅に取り組まれて い

た全 日制の 改革が、90 年代に入り変容する。 1991

年に 、 中央教育審議 会が新しい 時代 の 人材育成を
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課題に据えて 、 普通科と職業学科を総合した新学科

の設置を答申し、そ の後、総合学科や単位制高校、

中等教育学校が制度化され ると、府立の 全 日制 に

おける新学科・コ ース の 設置が特色化の 内容に位置
づ けられるようになる。 こうして課程の 区別をこえた

多様化が推進され た結果、1996年までに普通科 132

校の うち 27校で特色あるコ
ー

ス が設置され、15校で

専門学科が併置された 。 職業学科 21 校の うち 13校
が新学科に改編、3校の総合学科が設置された。

　さらに大阪府で は、1989年にピークを向か えた在

籍者数が翌年減少に転じたの にともなっ て、入試倍

率 ・入学者数の 低下した高校の 廃校が検討され るよ

うになる。 それまで の 再編整備計画 の 策定にお い て 、

府立高校の 教育課程改編と統廃合とは別個の課題

として議論されて い た 。 しかし、特色化と統廃合とを

組み合わせ た再編整備が検討されるようになる。 す

なわち、1999年以降の再編整備 10 ヵ年計画では、

高校設置数 の 32校減を数値 目標に据え、高校の種

別化・特色化を促進することが 目指されてい る。

　90 年代後半以降の 改革は、
一

面 で は文部科学省

が推進する高校複線化に対応する目的で 「未来から

の 改革」と位置づ けられ て い る。しかし他面で は、高

校増設による量的拡大期以降に明瞭となっ た高校

の序列化と進学者の輪切りへ の 対処として、「入れる

学校」か ら「入 りたい 学校」へ の 転換を 目指すもの で

ある。 すなわち、新しい タイプ の 学校へ と学科・教育

課程を改編することが、従来の 高校整備 が生じさせ

た問題 へ の対策として位置づ けられた面がある。

　とい うの も 、 高校増設期に学区内の 学校数が増加

した大学区制の もと、中学校段階の成績に よっ て進

学者が振り分けられ 、大学進学実績も高校ごとに異

なっ てい る。つ まり、偏差値による輪切りが明瞭な点

が府立高校 の 特微になっ て い る。輪切りは、学校内

部の 生徒層やカリキ ュ ラム の 学校間差異を生じさせ

るだけでなく、不本意入学や 中途退学の 発生率を全

国
一
高い もの にさせ て い る。

　こうした実態を背景に、90 年代半ばまで の 多様化

の 進展 にた い して 、子 どもの 個性や 能力発達 に特

色化が役立 っ の か 高校教育のあり方を検討 する必

要が提起された 。 しかし、 その ような論点が退けられ

るなかで 99年以降の 再編整備計画が策定された。

4．学校の特色 づ くりと教師の多忙

府立高校 の 特色化は 、   新タイプ の 高校 へ の 改

編や新タイプ の学科の設置、  学校独 自教科・科 目

の 設 置や教科外活動における特色ある取り組 み に

よる特色ある教育課程の編成、  府教委や文科省、

内閣府の学校指定研究や委嘱 ・委託事業へ 取 り組

む とい っ た形態がある。 こうした改革指標になりやす

い 特色化に取り組まない場合も、すべ ての 高校が何

らか の特色をつ くることが求められて いる。

　さらに、特色化 の 進捗状況から分類すると、  98

年以前に学科改編や新学科・コ ー
ス 設置 に より特色

化した改革校、   99 年以降に学科改編や新学科・コ

ース設置により特色化した改革校、  学科・課程改

編せずに重点研究を活用するこ とで教科指導内容

を変更する高校、  特色化の 施策を適用せ ずに教

科指導・生活指導を模索する高校に大別される。

　こうした特色づ くりが学校現場で 取り組まれるため

の 改革条件は、教育課程編成を見直し、学科改編

や新たなコ
ー

ス ・科 目設置に必 要となる校務分掌組

織を見直すことにある 。
つ まり、 学校改革関連の 校

務分掌と、教科・科 目の増加や多様化に対応するた

め の 教材研究や授業準備が忙しくなる。

　再編整備の 中盤の時期にあたる 2003年に教師か

ら聞き取りを行っ た結果、教材研究・授業準備、校務

分掌を中心に多忙が発生してい る
1

。 さらに 、 多忙感

は教育活動にたい する自信や達成感 、 やりがい と並

存して い る。 す べ て の 高校で 特色づ くりに取り組む

ことが教師に期待されるなか で
、 生徒実態をふ まえ

た教育活動をつ くっ てい るとい う実感が教師の 多1亡
を支えてきた。再編整備計画は 2008年に最終年度

をむか える。学校の個B帷 に対応した高校教育が

実現したの か どうか総括が求められ る。
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